
教員 faculty members

学科共通科目 概論・特殊講義系科目 演習・実習系科目 隣接領域･特設科目 幼稚園教職課程の科目

1年

2年

3年

4年

子ども学総論

社会学総論

人間と発達

人間科学論

教職概論

幼児教育方法学概論

幼児教育課程概論

子ども社会学概論

幼児教育制度概論

保育内容総論（子どもと遊び）

幼児教育学原論

子ども発達論

人間関係論

子ども学特殊講義

子ども学フィールドワーク

子ども学インターンシップ

幼児教育学演習

保育学演習

子ども社会学演習

家庭教育論演習

幼児教育制度演習

子ども発達環境論演習

子ども学演習

子ども学研究指導

卒業論文

社会学ｺｰｽ基礎科目

教育科学ｺｰｽ基礎科目

学校インターンシップ

教育科学ｺｰｽ演習科目

児童福祉論

発達臨床心理学

臨床心理学概論

乳幼児教育論

子ども学ゼミ

乳幼児の世界

子ども学研究法

幼児理解と教育相談

保育内容指導法
(健康･人間関係･環境･言葉･表現)

保育５領域に関する専門科目

教職音楽実技

事前・事後指導

教育実習

教職実践演習

参考：子ども学プログラム（主＋強化）の概要〈2019年度～〉 curriculum

「子どもから」人間・社会・文化の
生成過程および構造を探究する

私たちの世界は多様な人々から構成されています。子どもも
また世界の多様性を構成する要素の一つだと考えることができ
ます。子どもたちはこの世界に登場し、様々な経験をして成長
していきます。世界は新しく参入してきた子どもを育て・支
え・教育するシステムを工夫して作り出してきましたが、私た
ちは今、次々に現れる課題に直面しています。

子ども学コースでは、子どもをとりまく多様な課題について
考えます。ただ、子どもの課題に取り組もうとするとき、とも
すれば目の前の課題に振り回されてしまうことはないでしょう
か？目の前の問題に振り回されることなく子どもの課題に取り
組むためには、少々遠回りに思われるかもしれませんが、幅広
い知識を習得し多様な経験を重ねていくことが重要だと考えて
います。本コースでは、子どもを取り巻く課題を考えながら、
その背後にある社会や文化の構造について、そして人間とは何
かについて探求することを目的としています。

目的 purpose 特徴 characteristics

理論・実践・対話による多様な学び

子ども学プログラムでは、専門の基礎として、「子ども」や
保育・幼児教育に関する理論を多様な専門領域の観点から多角
的に学びます。誰もが経てきた「子ども」時代を相対化して捉
えることにより、「子ども」を通して人間・社会・文化へと視
野を広げていきます。また、同じキャンパス内に位置するナー
サリー・こども園・幼稚園など子どもたちが生活する場に臨み、
フィールドワークやインターンシップを通して「子ども」や子
どもを取り巻く環境について実践的に学びます。

これらの学修で大切にしたいのは「対話」です。学生／教員
／子ども／保育者／自己など、それぞれの間でなされる対話の
積み重ねは、学びの深化をもたらすはずです。２年次後期から
の演習でも、学問的対話を大切にしながら自身の問題関心を深
め、４年間の集大成としての卒業論文につなげていきます。
本プログラムでは幼稚園教職課程の科目も展開しています。

本学では、領域横断的な学びと専門性の高い学びを、学生一人一人が主体的に進めることができるように「複数プログラム選択履修制度」を採
用しています。子ども学プログラムは、子ども学の基礎科目（総論・概論科目）、発展科目（特殊講義系科目）、演習科目、実習系科目、研究
指導・卒業論文、隣接領域の科目および幼稚園教職課程の科目から構成されています。
小学校･中学校･高等学校の教員免許状は、人間社会科学科各プログラム等で開講される所定の教職科目の履修により取得できます。

氏名
研究分野 主な担当科目

メッセージ

教授

宮里 暁美
MIYASATO Akemi

保育学
子育て支援論

保育内容総論（子どもと遊び）(1)(2)

子ども学演習Ⅰ･Ⅱ
子ども学インターンシップ
子どもと言葉

ほか

子どもの世界を探求する

本学には附属幼稚園・ナーサリー・こども
園があり、実際に子どもと出会う体験を通し
て学ぶことができます。心や発達の理解、家
庭支援、絵本・玩具等「子ども」に関わるこ
とを総合的に学びます。

教授

浜口 順子
HAMAGUCHI  Junko

幼児教育学
保育人間学

幼児教育方法学概論
幼児教育課程概論
幼児教育学演習Ⅰ･Ⅱ
子ども学フィールドワーク

ほか

子育て・保育の問題を

大人/子どもの関係図から

発達、安全、愛情、学力、しつけなど、常
識的に肯定されがちな、子育てにまつわる概
念や問題を、子どもの成長過程や大人の価値
観を軸に捉えなおし考えていきます。

教授

小玉 亮子
KODAMA Ryoko

教育史
子ども社会学

子ども社会学概論(1)(2)

子ども社会学演習Ⅰ･Ⅱ
家庭教育論演習Ⅰ･Ⅱ
女性史・男性史とジェンダー

ほか

社会の中の子ども・文化の中の子ども
について考える

子どもたちは、グローバル化・情報化の進
む社会のフロントランナーとして生きていま
す。だからこそ、歴史的・空間的な比較とい
う方法を駆使してマクロな視点から子どもた
ちの今を考えてみたいと思います。

助教

松島 のり子
MATSUSHIMA Noriko

幼児教育学
保育制度

幼児教育制度概論(1)(2)

幼児教育制度演習Ⅰ･Ⅱ
子ども発達環境論演習Ⅰ･Ⅱ
保育内容指導法（環境）

ほか

学問をとおして子どものしあわせを実現する

すべての子どもがしあわせであってほしい。
保育制度・政策史の研究・教育に取り組むう
えで根底にある願いです。この願いを実現す
る力を、学問の世界で培っていきませんか。
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